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【今後の開発・普及目標】

地下ダムは、地層中に人工の壁（止水壁）を設置し、地下水を地層中の細かな隙間に貯留する施設である。

南西諸島では、貯水量数百万トン以上の地下ダムが複数設置され、地域の重要な農業用水源となっている。

最初の地下ダムの設置から３０年以上が経過し、機能評価技術の革新と省力化が求められている。そこで本

研究では、直接見たり触れたりできない地下の止水壁を監視・点検する技術や貯水量の予測技術の開発と

ともに、地下ダムの状況を省力的にモニタリングできる農業用地下水管理支援システムの開発を目標とする。

（１）沿岸域にある塩水浸入阻止型地下ダムの止水機能評価技術において、地下水位振動の止水壁表面で
の反射を考慮した計算式により、機能の定量指標である透水係数の算出誤差を従来の１/4に低減した。

（２）貯留型地下ダムの止水機能評価技術では、止水壁の上下流で差がある地下水水質を明らかにし、貯水
流出時の水質シミュレーションとの比較により、地下水水質分析による止水壁の機能診断技術を開発した。

（３）地下ダム貯水位の長期間の測定データに機械学習技術を適用し、３ヶ月先の貯水量を誤差１割で予測
できる水位予測技術を開発した。無降雨シナリオの予測も可能で、渇水時の対策の早期化に役立てられる。

（４）小型ワイヤレス水位計を用いた遠隔リアルタイム水位観測機能、止水壁透水係数計算機能、水位予測
機能を実装した農業用地下水管理支援システムを開発した。

（１）地下水位の潮汐応答分析による止水機能評価技術と地下水管理支援システムについて、地下ダムにお
ける現地実証を継続し、手法の改良と適用可能な現場条件の解明・拡大を図る。

（２）水質分析による止水機能診断技術について、その基礎である地下水水質の分析・評価技術を利用した
地表の水利構造物の機能評価技術や地下水の起源推定技術への展開を目指す。

① 2年後（2027年度）は、観測ノイズの影響を軽減させた、より正確な透水性推定技術を開発する。 

② 5年後（2030年度）は、2地区において地下水管理支援システムを導入する。

③ 最終的には、建設中を含めて地下ダムを農業用水源とする地区（受益面積として約15千ha）など、農業
用地下水利用地域への普及を目指す。

（１）建設中を含め地下ダムをかんがい用水源とする事業地区の総便益は、6,200億円程度と見込まれる（評
価期間の平均：54年）。開発した技術により適切な維持管理が行われることにより地下ダム止水壁の長寿
命化が実現すれば、1年当たり110億円程度の経済効果が見込まれる。

（２）地下ダムやその他地下水かんがい施設の管理者の維持管理労力の削減を通じ、農業用水源を地下水
に頼る地域の振興と生活の安定に貢献する。
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研究の主要な成果

研究終了時の達成目標

地中に造られ地下水資源を守り貯めている「地下ダム」の止水機能評価技術と
水位予測技術、その利用を省力化する地下水管理支援システムを開発。

○開発した技術とシステムの現地実証を続け、改良と適用可能範囲の拡大を図る。
○地下水水質の分析・評価技術を地下ダム以外にも適用し、地表の水利構造物の機能評価
や地下水の起源の推定等の技術への展開を目指す。

○開発した技術を用いた地下ダム止水壁の長寿命化の実現
○地下ダムやその他地下水かんがい施設の管理者の維持管理労力の削減

→地下水を水源とする農業地域の振興と生活の安定に貢献

③機械学習技術を長期水位測定データに適用し、３ヶ月先
の貯水量予測や渇水（無降雨）シナリオの予測が可能。

①地下ダムの水位観測データの分析により、地下水の
塩水化を防ぐ止水壁の機能の監視と評価が可能。

②地下ダムの水質データの分析により、地下水を
堰き上げ貯める止水壁の機能の異常を検知可能。

④小型ワイヤレス水位計による遠隔リアルタイム水位観測
機能と止水壁の機能評価等機能を組み込んだ農業用
地下水管理支援システムにより地下ダム管理を省力化。


